
　

昨
年
の
10
月
21

日
、
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ

Ｅ
長
姫
高
校
の
１

年
生
が
大
名
町
・

緑
町
・
上
土
町
・

縄
手
通
り
の
街
歩

き
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み

は
、
飯
田
市
、
飯

田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫

高
校
、
松
本
大
学

が
連
携
し
た
「
地

域
人
教
育
」
と
い

う
事
業
で
す
。
高

校
生
が
地
域
理
解

を
深
め
、
地
域
で

の
生
き
方
を
考
え
、
郷
土
愛
を
育

み
、
地
域
活
性
化
や
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
に
な
る
よ
う
に

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

飯
田
市
内
で
の
取
り
組
み
に
む

け
、
ま
ず
は
松
本
に
お
い
て
、
地

域
の
方
へ
取
材
を
し
た
り
、
街
を

自
由
に
歩
い
て
資
源
や
課
題
を
発

見
し
た
り
し
て
、
結
果
を
ま
と
め

る
と
い
う
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
意
味

は
「
お
い
で
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｏ
＝
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
（
独
創
性
）、

Ｉ
＝
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
創
造
性
）、

Ｄ
＝
デ
ィ
ヴ
ェ
イ
ス
（
工
夫
）、

Ｅ
＝
エ
フ
ォ
ー
ト
（
努
力
）
の
頭
文

字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

　

５
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
街
歩

き
に
向
け
、
中
央
地
区
で
は
３
月

か
ら
高
校
生
向
け
の
学
習
資
料
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
街
歩
き
の
対

象
で
あ
る
大
名
町
、
緑
町
、
上
土
町
、

縄
手
通
り
の
住
民
の
協
力
の
下
、

ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て

き
た
の
か
を
資
料
に
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
５
月
か
ら
10
月
へ
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
延
期
に
よ
り
時

間
が
出
来
た
こ
と
か
ら
、
中
央
地

区
で
は
学
習
資
料
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

さ
せ
、
高
校
生
へ
送
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

街
歩
き
当
日
は
、
コ
ロ
ナ
の
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
、
事
前
に
決

め
た
コ
ー
ス
を
歩
き
、
土
産
物
や

風
景
な
ど
を
探
し
、
街
の
魅
力
や

課
題
を
見
つ
け
る
内
容
で
実
施
し
、

ま
と
め
の
作
業
は
飯
田
で
行
い
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
の
ま
と
め
た
も
の
が
、

11
月
に
開
催
さ
れ
た
え
び
す
講
、

さ
ら
に
は
大
手
公
民
館
で
も
パ
ネ

ル
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

～
高
校
生
た
ち
の
ま
と
め
か
ら
～

•�

新
旧
の
街
並
み
が
一
体
と
な
っ
て

い
て
雰
囲
気
が
良
い

•��

街
の
中
に
も
自
然
が
た
く
さ
ん
あ

る
•�

小
路
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
歩
い

て
い
て
楽
し
い

•�

人
が
優
し
い

•��

道
が
狭
く
歩
行
者
と
自
動
車
や

自
転
車
の
距
離
が
近
い

•�

ゴ
ミ
が
ち
ょ
っ
と
目
立
つ

•��

お
店
の
定
休
日
が
重
な
り
、
行
け

る
店
が
少
な
い
曜
日
が
あ
る

　

今
回
事
前
学
習
資
料
の
作
成
な

ど
中
央
地
区
の
皆
様
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
、
無
事
に
街
歩
き
を

実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
お

世
話
に
な
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

飯田ＯＩＤＥ長姫高校

松 本 街 歩 き

中
央
地
区
の
樹
木
❺

　

何
十
年
ぶ
り
か
で
大
糸
線
に

乗
り
ま
し
た
。

　

車
窓
か
ら
見
る
山
は
雪
を
ま

と
い
屹
然
と
神
々
し
い
姿
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
変
わ
ら
な
い
山

を
見
て
自
分
は
つ
く
づ
く
変
わ
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
年
を
取
っ
た

の
で
す
。
少
し
ず
つ
身
体
能
力
が

失
わ
れ
気
が
付
い
た
ら
ス
キ
ッ
プ

が
出
来
ま
せ
ん
。
小
さ
な
字
は

眼
鏡
を
掛
け
て
も
ル
ー
ペ
が
必
要

で
す
。
３
点
セ
ッ
ト
（
シ
ミ
・
シ

ワ
・
シ
ラ
ガ
）
も
す
っ
か
り
板
に

つ
き
ま
し
た
。

　

物
忘
れ
も
多
く
な
り
、
川
柳

に
「
万
歩
計�

半
分
以
上
は�

探
し

物
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
が

う
な
ず
け
ま
す
。

　

先
日
免
許
証
を
返
納
し
ま
し

た
。
自
分
は
ま
だ
５
年
乗
る
つ
も

り
で
い
ま
し
た
し
、
運
転
が
好
き

で
し
た
。
見
た
い
所
が
あ
る
と
夜

で
も
一
人
で
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。

運
転
が
怖
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
急
に

嫌
に
な
っ
た
の
で
す
。
自
分
で
も

驚
き
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
私
は
79
歳
の
晩
期

高
齢
者
で
す
。
個
人
的
な
こ
と

よ
り
も
こ
う
な
る
人
が
増
加
す
る

高
齢
化
社
会
が
心
配
で
す
。
若

い
方
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　

そ
れ
で
も
末
期
高
齢
者
に
向

か
っ
て
車
の
経
費
（
駐
車
代
・
保

険
料
・
車
検
代
・
税
金
）
を
計

算
し
、
ま
だ
ま
だ
タ
ク
シ
ー
で
行

き
た
い
所
へ
行
こ
う
と
思
っ
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。�（
Ａ
・
Ｓ
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
信
州
　
浜 

由
佳
子
さ
ん

の
執
筆
文
を
基
に
、館
報
編
集
委
員
会
で
作
成

城西花壇沿いの桜並木城西花壇沿いの桜並木

　
～
サ
ク
ラ
～

　

松
本
城
内
や
お
堀
周
辺
、
辰

巳
の
御
庭
、
縄
手
通
り
な
ど
、
中

央
地
区
内
に
も
桜
を
楽
し
め
る
場
所

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
種
類
も
豊
富
で
、

カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、

ヤ
エ
ザ
ク
ラ
、
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
な
ど
な
ど
、
早
咲
き
か

ら
遅
咲
き
ま
で
約
１
ヶ
月
の
間
、
桜

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

地
区
内
の
桜
を
見
つ
け
に
、
で
か

け
ま
せ
ん
か
⁇

  

大
手
公
民
館
の

大
手
公
民
館
の

カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ

カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ

生徒たちの展示作品
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町会紹介
　 小 柳 町

ギ
ザ
）、
割
烹
料
理
店
（
魚
網
）、

町
の
銭
湯（
松
玉
の
湯
）、旅
館（
東

洋
館
）、
そ
の
他
天
ぷ
ら
屋
、
帽
子

屋
、
機は
た
屋や

、
理
髪
屋
、
う
ど
ん
屋
、

喫
茶
店
な
ど
が
あ
り
、
隣
接
す
る

緑
町
、
上
土
町
も
含
め
て
大
変
活

気
の
あ
る
町
で
し
た
。

　

時
代
の
流
れ
は
厳
し
く
て
、
平

成
、
令
和
と
変
わ
っ
て
こ
れ
か
ら

の
方
向
が
見
定
め
に
く
い
状
況
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と
い

う
、
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
化

け
物
が
出
て
来
て
い
る
時
で
す
が

負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。�

町
会
長　

望
月
益
榮

　

私
の
町
は
総

世
帯
１
３
４
軒

の
小
さ
な
町
会

で
す
。マ
ン
シ
ョ

ン
が
１
２
０
軒

で
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
昔

か
ら
の
住
民
は
９
世
帯
、
通
い
の

店
舗
が
６
軒
で
町
会
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
地
図
の
斜
線
部
分
が
小

柳
町
町
会
の
範
囲
で
す
。

　

私
の
子
ど
も
の
頃
を
含
め
て
、

昭
和
の
時
代
に
は
映
画
館
（
エ
ン

　

感
染
警
戒
レ
ベ
ル
が
５
の
際
は

中
止
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
業
も

あ
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
一
時

的
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

　

２
月
５
日
に
レ
ベ
ル
が
下
が
り
、

事
業
が
再
開
さ
れ
た
。

　

あ
る
日
は
全
て
の
会
議
室
が
予

約
や
講
座
で
埋
ま
り
、
賑
わ
い
で

溢
れ
て
い
た
。
や
は
り
面
と
向
か

っ
て
会
話
す
る
こ
と
で
、「
つ
な
が

り
」
は
強
く
な
る
。

編 

集 

後 

記

　

新
春

を
迎
え

令
和
三

年
の
幕

開
け
は
、

相
変
わ

ら
ず
厳

し
い
コ

ロ
ナ
禍
に
世
界
中
が
苦
慮
し
て
い

ま
す
。
こ
の
非
日
常
生
活
は
い
つ

ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
。
巣
ご
も

り
状
態
の
中
で
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
等
の
情
報
は
非
常
に
有
難

い
こ
と
で
す
。
茶
の
間
に
居
な
が

ら
日
本
中
の
各
地
・
世
界
の
国
々

の
旅
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

先
月
ま
で
放
送
し
て
い
た
大
河

ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
に
登
場

し
て
い
た
武
将
達
は
今
ま
で
に
も

色
々
な
映
画
や
ド
ラ
マ
の
中
で
演

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
坂
東
玉
三
郎

さ
ん
演
じ
る
正お
お
ぎ
ま
ち

親
町
天
皇
と
は
ど

の
様
な
天
皇
様
な
の
か
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。

　

第
一
代
神
武
天
皇
、
綏す
い
ぜ
い靖
、

安あ
ん
ね
い寧
、
懿い
　
と
く徳
、
孝こ
う
し
ょ
う昭
、
孝こ
う
あ
ん安
、

孝こ
う
れ
い霊
、
孝こ
う
げ
ん元
、
開か
い

化か

…
と
こ
こ
ま

で
は
暗
記
し
た
も
の
で
す
。

　

さ
て
信
長
や
明
智
、
秀
吉
の
時

代
の
正
親
町
天
皇
は
、
第
百
六
代

永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
～
文
禄

二
年
（
一
五
九
三
）、
年
齢
七
十
七

歳
で
崩
御
さ
れ
ま
す
。
弘
治
三
年

（
一
五
五
七
）
四
十
一
歳
で
即
位
し

二
十
九
年
間
在
位
さ
れ
ま
し
た
。

　

足
利
義
昭
の
上
洛
時
に
は
、
彼

を
十
五
代
将
軍
に
任
じ
、
織
田
信

長
が
室
町
幕
府
を
滅
亡
さ
せ
る
と

信
長
の
政
権
を
認
め
、
豊
臣
秀
吉

が
勢
力
を
伸
ば
せ
ば
関
白
太
政
大

臣
の
職
を
与
え
ま
し
た
。
信
長
や

秀
吉
も
天
皇
に
多
額
の
援
助
を
行

い
、
天
皇
の
綸
旨
を
大
い
に
利
用

し
ま
し
た
。

　

一
方
で
信
長
や
秀
吉
が
望
ん
だ

征
夷
大
将
軍
と
幕
府
の
開
設
、
譲

位
の
要
請
は
拒
否
し
続
け
、
正
親

町
一
代
の
間
に
天
皇
の
権
威
を
上

昇
さ
せ
ま
し
た
。
信
長
の
強
要
に

対
し
て
も
強
い
意
志
と
忍
耐
力
で

戦
国
時
代
を
生
き
抜
い
た
天
皇
様

で
す
。

　

坂
東
玉
三
郎
さ
ん
演
じ
る
天
皇

は
誠
に
高
貴
で
威
厳
が
あ
り
す
ば

ら
し
い
。
益
々
歴
史
に
興
味
深
く

な
り
ま
し
た
。

　
「
初
代
神
武
天
皇
は
大
和
を
平

定
し
奈
良
県
橿
原
宮
（
か
し
は
ら

の
み
や
）
で
即
位
し
、
在
位
年
数

七
十
六
年
、
百
二
十
七
歳
で
崩
御

さ
れ
た
」
と
い
う
伝
説
に
よ
っ
て
、

万
世
一
系
の
皇
統
が
始
ま
り
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
近
年
、
明
治
天
皇
は

百
二
十
二
代
、
大
正
天
皇
、
昭
和

天
皇
、
上
皇
様
は
百
二
十
五
代
、

今
の
天
皇
で
あ
る
浩
ひ
ろ
の
み
や
な
る
ひ
と

宮
徳
仁
様
は

百
二
十
六
代
目
と
系
統
さ
れ
て
居

ら
れ
ま
す
。

　

二
千
七
百
年
余
り
の
歴
史
の
重

み
に
つ
く
づ
く
感
銘
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
初
め
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
の
戦
い
が
一
日
も
早
く

収
束
し
、
平
穏
な
日
常
に
な
り
ま

す
様
に
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
Ｍ
・
Ｍ
）

小 柳 町 地 図小 柳 町 地 図

参
考
文
献
：  『
図
説
歴
代
天
皇
百
二
十
五
代
』

　歴史コラム

JAPANESE
HISTORY
COLAMN

寄贈された間仕切り寄贈された間仕切り寄贈式の様子寄贈式の様子

避難所間仕切り寄贈
　この度、中央地区町会連合会に、避難所などで使用される間
仕切りが寄贈されました。
　災害避難時に向けた支援として、市内の第一生命保険松本支
社の県央オフィスと松本本町通営業オフィスからのご厚意によるも
のです。
　間仕切りは布カーテンとパイプを組み合わせて設営するタイプの
もので、段ボール間仕切りよりも耐久性があり、何度も使用するこ
とが出来ます。さらに、新型コロナウイルス感染症対策として密を
避けることもでき、これからの避難所には欠かせない防災用品です。
　万が一に備えて、日頃の準備を少しずつ進めていきましょう。

松 本 市 公 民 館 報 【中央版】2021（令和 3）年3月30日（火） 第354号④


